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□1　（2）（4）（7）各3点×5＝15点
　　他各2点×5=10点
□2　（4）（5）（7）各3点×5=15点
　　他各2点×5=10点
□3　（1）（4）（6）（8）各3点×5＝15点
　　他各2点×5=10点
□4　（1）（5）（6）（7）各3点×5=15点
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はじめに出てくる気体はフラスコ内の空気だから。
【例】

イ・ウ
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理科 ─解答と解説

【解　説】

1　種子のつくりと発
はつ

芽
が

に関する問題

（1） A1  知識

　① 　インゲンマメなどのほとんどの双
そう

子
し

葉
よう

植物の種子は発芽のための栄養分を「子葉（図１の

エ）」にたくわえています。

　② 　「種皮（図１のオ）」には、種子の中身を乾
かん

燥
そう

や害虫から守る役
やく

割
わり

があります。

（2） A2  知識

　種子の中で発芽後に成長して植物のからだになる部分を「はい」といいます。インゲンマメの種

子のはいにあてはまる部分は図１のア（胚
はい

軸
じく

）、イ（幼
よう

芽
が

）、ウ（幼
よう

根
こん

）、エ（子葉）となります。オ（種

皮）は種子を外部から保
ほ

護
ご

する役割を持つ部分で、はいにはふくまれません。よって、正
せい

解
かい

は「ア・

イ・ウ・エ」です。

（3） A2  知識　（4） A1  知識

　トウモロコシなどの単子葉植物の種子と双子葉植物の一部（カキ・ソバ・オシロイバナ）の種子

は、発芽に必要な栄養分を「はい乳
にゅう

」という部位にたくわえます。

（5） A2  知識

　インゲンマメの種子が発芽すると、エのように子葉が地上まで上がって開きます。アはアサガ

オ、イはイネなどの単子葉植物、ウはヒマワリの発芽のスケッチです。

（6） B1  情報を獲得する  比較

　種子の発芽には、例外を除
のぞ

き「水・空気・適
てき

当
とう

な温度」の３つの条
じょう

件
けん

が必要です。この３つがす

べてそろっているのは、Ａ・Ｄです。

（7） B1  情報を獲得する  比較  推論

　調べたい一つの条件だけを変え、その他のすべての条件を同じにして比
くら

べる実験を対照実験と

よびます。対照実験により、調べたい条件が実験結果にどう影
えい

響
きょう

しているかを明らかにすること

ができます。

① 　ＡとＢでは、温度の条件のみが変わっています。Ａの種子は発芽し、Ｂの種子は発芽しない

結果が得
え

られることで、インゲンマメの発芽には適
てき

当
とう

な温度が必要であることがわかります。

② 　ＣとＤでは、脱
だっ

脂
し

綿
めん

が乾
かわ

いているかしめっているか、つまり水の有無のみが変わっています。

Ｃの種子は発芽せず、Ｄの種子は発芽する結果が得られることで、インゲンマメの発芽には水

が必要であることがわかります。

③ 　ＢとＤでは、「温度」と「光の有無」という２つの条件が異
こと

なっています。Ｂは発芽せず、Ｄは

発芽しますが、温度と光のどちらの影響を受けたのかはわからないことになります。
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理科 ─解答と解説

2　太陽の動きに関する問題

（1） A1  知識

　透
とう

明
めい

半球に太陽の動きを記録する場合、図ａのよ

うにサインペンの先にできるかげが透明半球の中心

と一
いっ

致
ち

するようにします。

（2） A1  知識

　図ａのサインペンの印を結ぶと、図ｂのような曲

線となり、この曲線上を太陽が動いていることがわ

かります。太陽は東からのぼり、南の高いところを

通って西にしずむので、図１のＡは南、Ｄは西の方

角となります。

（3） B1  理由

　透明半球上を太陽が動く速さ（角度）は時
じ

刻
こく

によら

ず一定です。太陽は24時間でほぼもとの位置にも

どる（360度動く）ので、１時間あたり（360÷24＝）

15度動くことも覚えておきましょう。

（4） A2  知識

　Ｒは１年のうちで日の出・日の入りの方角が最も北寄りになる６月21日ごろの夏
げ

至
し

の日の太陽

の動きです。なお、春分は３月20日ごろ、秋分は９月23日ごろ、冬
とう

至
じ

は12月22日ごろです。すべ

て３の倍数の月になることを覚えておきましょう。

（5）Ⅰ･Ⅲ A1  知識　Ⅱ A2  知識　（6） A2  知識  具体・抽象

　図ｃのＰは冬至、Ｒは夏至のころの

太陽の通り道です。太陽の南中高度は

１年のうち冬至のころに最も低くなり

ます。また、太陽の高度が低いとき、

かげは長くなります。図ｃで確
かく

認
にん

しま

しょう。

　また、太陽の南中時
じ

刻
こく

は東の地方ほ

ど早くなります。これは地球が西から東に自転していることが原
げん

因
いん

です。

太陽の光

南 北

東

中心

かげ

図ａ

図ｂ

12時
11時

８時 15度
９時
10時

13時
14時
15時

西

南

東

北

D

＝北
BQP

R
EA C

図ｃ
太陽高度が低い
時のかげは長い
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理科 ─解答と解説

（7） B1  知識  再現する

　７つのかげの先
せん

端
たん

のうち、真ん中のものが正午であ

り、このときに太陽は南中しています。よってＳは南

の方角です。また、太陽は午前中には東から南へ、午

後には南から西へと向かうので、かげの先端は図ｄの

ように午前中は西から北に、午後は北から東に動くこ

とになります。よって、Ｔのかげの先端は午後２時の

記録であることがわかります。

3　酸
さん

素
そ

と二酸化炭素に関する問題

（1） A1  知識

　酸素を実験で発生させる場合、液
えき

体
たい

には過
か

酸
さん

化
か

水
すい

素
そ

水
すい

を、固体には二酸化マンガンを使用しま

す。二酸化マンガンは黒い固体です。

（2） A1  知識

　図１・図２のような気体の集め方を水上置
ち

換
かん

法といいます。水上置換法には下方置換法や上方

置換法と比
くら

べ、「他の気体が混
ま

ざることがなく純
じゅん

粋
すい

な気体を集めることができる」ことと、「集ま

った気体の量を目で確
かく

認
にん

することができる」ことの２つの利点があります。なお、水上置換法で

集めることができる気体は水にとけにくい性
せい

質
しつ

をもつ気体に限
かぎ

ります。酸素や水素、二酸化炭素

は水上置換法で集めることができますが、塩化水素やアンモニアなどの水によくとける気体は水

上置換法で集めることはできません。

（3） A2  知識

　酸素は助
じょ

燃
ねん

性
せい

（物
ぶっ

質
しつ

が燃
ねん

焼
しょう

するのを助ける性質）を持ち、空気中には約21％ふくまれています。

その他、酸素は生物の呼
こ

吸
きゅう

によって吸
きゅう

収
しゅう

され、植物の光合成によって放出される気体です。また、

金
きん

属
ぞく

のさびの原因となる気体でもあります。

（4） A1  知識

　二酸化炭素を実験で発生させる場合、液体にはうすい塩酸を、固体には石
せっ

灰
かい

石
せき

（炭酸カルシウ

ムを主成分とする物質）を使用します。卵
たまご

のから、貝がら、チョーク、大理石なども炭酸カルシ

ウムを多くふくむので、塩酸と反
はん

応
のう

させると二酸化炭素が発生します。

（5） A2  知識

　二酸化炭素には石灰水を白くにごらせる性質があります。また、空気中にふくまれている割合

は0.04％とわずかです。二酸化炭素は生物の呼吸によって放出され、植物の光合成によって吸収

される気体です。気体の二酸化炭素を低温・高
こう

圧
あつ

にして固体にしたものがドライアイスです。

（6） A1  知識

　気体を採
さい

集
しゅう

する場合、フラスコから最初に出てくる気体はフラスコ内の空気なので、フラスコ

図ｄ

東 西

正午のかげ午後２時の
かげ

北

T

S＝南
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内の空気が出たあとに集気びんに気体を集めるようにします。

　この問題では、①正しい内
ない

容
よう

が書かれているかどうか、②①に過不足がなく、表記や表現に誤
あやま

りないかどうかを中心に見ています。

（7） A1  知識

　Ａ（過酸化水素水）、Ｂ（二酸化マンガン）、Ｃ（うすい塩酸）、Ｄ（石灰石）のうち、Ｂの二酸化マ

ンガンは過酸化水素水の反応を速めるだけで、変化せずそのまま残ります。このように自らは変

化せず、反応を速める物質を『触
しょく

媒
ばい

』といいます。

（8） A2  情報を獲得する  特徴的な部分に注目する  再現する

　表のア・イ・ウの結果から、液体Ａの重さを２倍、３倍にすると、発生する気体の体積も２倍、

３倍になることがわかります。よって、①は液体Ａの重さがアと同じ10gなので、発生する気体

の体積もアと同じ120（mL）となります。また、オで発生した480mLはアで発生した気体の体積の

（480÷120＝）４倍なので、液体Ａの重さも４倍必要です。よって、②＝10×4＝40（g）となります。

なお、二酸化マンガン（固体Ｂ）は触媒なので反応によって減
へ

ることはなく、発生する酸素の体積

は二酸化マンガンの量には関係しません。

4　温度による体積の変化に関する問題

（1） A2  具体・抽象

　理科室の温度計には赤色に着色されたアルコールや灯油などが使われています。温度が上がる

と液体が膨
ぼう

張
ちょう

する性質を利用しています。また、熱気球はあたためられた空気が膨張することに

より、同じ体積あたりの重さが軽くなって上
じょう

昇
しょう

する性質を利用しています。

（2） A1  知識

　３つの装
そう

置
ち

のうち、Ｚの装置は水面がガラス管よりも下にあるので、水や空気があたたまって

膨張しても空気がガラス管から外に出るだけで、水がガラス管から出ることはありません。

（3） A1  知識

　フラスコ内の水が出る装置ＸとＹのうち、Ｙの方が水の出る勢
いきお

いは強くなります。その理由は、

水よりも空気の方が同じ温度だけ上昇したときの体積の変化が大きく、空気が多いＹの装置の方

があたたまって膨張した空気がフラスコ内の水の水面を強く押
お

すからです。

（4） A1  知識

① 　液体や気体は、あたたまることにより膨張し、同じ体積あたりの重さが軽くなって上昇しな

がら移
い

動
どう

していきます。逆
ぎゃく

に液体や気体が冷えることによって収
しゅう

縮
しゅく

（体積が小さくなること）し

て下
か

降
こう

しながら移動する場合もあります。このような温度の違
ちが

いで液体や気体が動いていくこ

とを対流といいます。

② 　図３のような対流を起こすには、Ｑの部分をあたためるか、Ｔの部分を冷やせばいいことに

なります。
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（5） B1  理由  推論

　表からわかる通り、鉄でできた輪Ｃと球Ｅよりも、アルミニウムでできた輪Ｄと球Ｆの方が膨

張しやすいことに注目します。また、体積変化の大きさは、あたためられるときだけでなく、冷

やされるときも同じですので、アルミニウムの方が収縮しやすいことになります。

　40℃にあたためた場合、球が輪を通
つう

過
か

するには、輪の方が球よりも大きく膨張する必要があり

ます。そのため、輪がアルミニウム（Ｄ）、球が鉄（Ｅ）の組み合わせであればよいことになります。

また、0℃に冷やす場合も球が輪を通過するには輪の方が大きい必要があるので、この場合は球

の方が大きく収縮する、つまり球がアルミニウム（Ｆ）で輪が鉄（Ｃ）であればよいことになります。

よって、正
せい

解
かい

はアとエとなります。

（6） B1  理由  推論

　温度が上昇して図５のようにバイメタルが曲がる場合、金
きん

属
ぞく

Ａよりも金属Ｂの方が膨張してい

ることになります。表より、アルミニウム・銅
どう

・鉄の順にのびやすいことがわかるので、Ａより

もＢのほうがのびやすい金属になっている組み合わせをすべて選ぶと、エ・オ・カとなります。

（7） A2  情報を獲得する  特徴的な部分に注目する  再現する

　表には「1mの鉄の棒
ぼう

が100℃上昇すると2.2mmのびる」と示
しめ

されています。これをもとに、25m

のレールが50℃上昇するときののびを求めます。まず、50℃の温度上昇は100℃の半分なので、

1mの鉄の棒が50℃上昇する場合は（2.2÷2＝）1.1mmのびることになります。次に、25mのレール

は1mの25倍の長さなので、のびる長さも25倍になります。よって、1.1×25＝27.5（mm）と求めら

れます。
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